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要 ⽀ 援 ・ 要 介 護 ⾼ 齢 者 の 外 出 ⽅ 法 に 関 連 す る ⾝ 体 ・ ⼼ 理 ・ 社 会 的 要 因 の 調 査 研 究 
 

⾸ 都 ⼤ 学 東 京 ⼤ 学 院  ⼈ 間 健 康 科 学 研 究 科  理 学 療 法 科 学 域  地 域 理 学 療 法 学 分 野 
博 ⼠ 前 期 課 程 ２ 年  学 修 番 号 17895602 ⼩ 野 敬 済 

指 導 教 員 ： 浅 川 康 吉 
要 旨 

障 が い ⾼ 齢 者 に お い て ⾝ 体 ・ ⼼ 理 ・ 社 会 的 要 因 と 外 出 ⽅ 法 の 関 連 性 を 明 ら か に す る こ と
を ⽬ 的 と し て 、 要 ⽀ 援 ・ 要 介 護 ⾼ 齢 者 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。 外 出 を 徒 歩 に
よ る 外 出 と 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 の ２ つ に 分 け 、 そ れ ぞ れ に 対 し て 、 外 出 し て い な い
（ ⾮ 実 施 ）、 介 護 者 の 付 添 い で 外 出 し て い る （ 付 添 い ）、 １ ⼈ で 外 出 し て い る （ ⾃ ⽴ ） の
３ 群 を 設 定 し 、 ⾝ 体 的 要 因 、 ⼼ 理 的 要 因 、 社 会 的 要 因 を ⽐ 較 し た 。 そ の 結 果 、 徒 歩 に よ る
外 出 に お い て は 、 ⾮ 実 施 か ら 付 添 い へ の 移 ⾏ に は 下 肢 筋 ⼒ と 歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 の 向 上 が
影 響 し 、 ⾮ 実 施 か ら ⾃ ⽴ へ の 移 ⾏ に は 下 肢 筋 ⼒ と 歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 の 向 上 に 加 え て 、 歩
⾏ 速 度 と バ ラ ン ス 能 ⼒ の 向 上 も 影 響 す る こ と が ⽰ 唆 さ れ た 。 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 は 歩
⾏ 速 度 の 向 上 に よ っ て ⾮ 実 施 か ら ⾃ ⽴ に 変 化 す る こ と が ⽰ 唆 さ れ た 。 ⼀ ⽅ で 、 家 族 ネ ッ ト
ワ ー ク の 拡 ⼤ は ⾃ ⽴ か ら ⾮ 実 施 へ の 変 化 と 関 連 す る こ と が ⽰ 唆 さ れ た 。 
Key Words: 徒 歩 に よ る 外 出 、 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 、 要 ⽀ 援 ・ 要 介 護 ⾼ 齢 者 

 
背 景 ・ ⽬ 的 

近 年 の 地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に お い て は 、 ⾼ 齢 者 が 機 能 障 害 の 増 ⼤ や ⽣ 活 の 質
（ Quality of Life: QOL) の 低 下 を き た す こ と な く 、 最 期 ま で ⾃ ⾝ の 住 み 慣 れ た 地 域 で ⽣ 活 す
る た め の ⽀ 援 が 求 め ら れ て い る 1) 。 Hirvensalo , et al. （2000 年 ） は 地 域 在 住 ⾼ 齢 者 を 対 象 と
し た 縦 断 研 究 を ⾏ い 、 ⾝ 体 活 動 量 が ⾼ い 者 は 機 能 障 害 の 発 ⽣ リ ス ク や 死 亡 リ ス ク が 低 い と
報 告 し て い る 2) 。 ま た 、 Rantakokko , et al. （2016 年 ） は 地 域 在 住 ⾼ 齢 者 を 対 象 と し た 縦 断
研 究 に よ っ て ⽣ 活 空 間 の 狭 ⼩ 化 と QOL の 低 下 が 関 連 す る こ と を 明 ら か に し 、 QOL の 低
下 を 防 ぐ に は 外 出 能 ⼒ を 維 持 す る こ と が 重 要 で あ る と 述 べ て い る 3) 。 こ の よ う に 機 能 障 害
の 増 ⼤ や 死 亡 、 QOL 低 下 を 防 ぐ に は ⾝ 体 活 動 量 や ⽣ 活 空 間 が 重 要 と さ れ て い る が 、 ⾝ 体
活 動 は 外 出 と 関 連 し て お り 4) 、 外 出 す る ほ ど ⽣ 活 空 間 も ⼤ き く な る 5) 。 し た が っ て 、 地 域
在 住 ⾼ 齢 者 が 機 能 障 害 の 増 ⼤ や QOL 低 下 を 来 た す こ と な く ⽣ 活 を 継 続 す る た め に は 、 ⾝
体 活 動 や ⽣ 活 空 間 と 関 連 の 深 い 外 出 能 ⼒ を 維 持 ・ 向 上 す る こ と が 必 要 で あ る 。 

現 在 報 告 さ れ て い る 外 出 能 ⼒ に 関 連 す る 要 因 に つ い て の 先 ⾏ 研 究 は 、 脳 卒 中 患 者 を 対 象
と し て 歩 ⾏ 速 度 や 歩 ⾏ 距 離 、 バ ラ ン ス 能 ⼒ と い っ た ⾝ 体 的 要 因 を 主 と し た も の が 多 い 6-9) 。
⼀ ⽅ で 、 Lord, et al. （2010 年 ） は 外 出 が 多 要 因 か ら 成 ⽴ す る と い う 仮 説 の も と に 健 常 ⾼ 齢
者 を 対 象 と し た 研 究 を ⾏ い 、 外 出 能 ⼒ は 運 動 機 能 に 加 え て ⼼ 理 的 要 因 と ⼤ き く 関 連 し て お
り 、 他 に も 実 ⾏ 機 能 、 ⼆ 重 課 題 能 ⼒ と い っ た 認 知 機 能 が 関 連 し て い る と 報 告 し た 10) 。 こ の
よ う に 外 出 は ⾝ 体 的 要 因 以 外 に も 多 く の 要 因 が 関 連 す る ⾏ 為 で あ る 。 

外 出 の 様 相 は 対 象 者 に よ っ て ⼤ き く 異 な る た め 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に お い て は 対 象 者
の 望 む 移 動 様 式 に 応 じ た ⽀ 援 を ⾏ う こ と が 必 要 で あ る 。 外 出 に は ⼀ ⼈ で の 屋 外 歩 ⾏ 以 外 に
も バ ス ・ 電 ⾞ 等 の 公 共 交 通 機 関 を ⽤ い た 外 出 や 、 介 護 者 の 付 添 い の も と で 外 出 す る 場 合 も
あ り 、 ど の よ う な 要 因 と 関 連 し て い る の か は そ れ ぞ れ の 外 出 ⽅ 法 で 異 な る 可 能 性 が あ る 。 
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そ こ で 、 本 研 究 の ⽬ 的 は 、 要 ⽀ 援 ・ 要 介 護 ⾼ 齢 者 を 対 象 と し て 、 ⾝ 体 ・ ⼼ 理 ・ 社 会 的 要
因 と 外 出 ⽅ 法 が ど の よ う な 関 連 性 を 有 す る の か を 明 ら か に す る こ と と し た 。 
 
⽅ 法 
1. 対 象 者 

関 東 地 区 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 特 化 型 デ イ サ ー ビ ス ４ 施 設 に 研 究 協 ⼒ を 依 頼 し 、 1 法 ⼈
４ 施 設 で の ⾃ 記 式 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。 研 究 対 象 者 は 施 設 を 利 ⽤ す る65歳 以 上 の 者 と し
た 。 本 研 究 で は 障 が い を 「 要 ⽀ 援 あ る い は 要 介 護 認 定 を 受 け て い る こ と 」 と 定 義 し 、 取 り
込 み 基 準 は 10m 歩 ⾏ に ⾝ 体 的 介 助 を 要 さ な い 要 ⽀ 援 ・ 要 介 護 ⾼ 齢 者 と し た 。 除 外 基 準 は ①
明 ら か な 認 知 機 能 低 下 を 呈 す る 者 、 ② 視 覚 あ る い は 聴 覚 に 重 篤 な 障 害 を 呈 す る 者 、 ③ 重 篤
な 循 環 器 機 能 低 下 お よ び 呼 吸 機 能 低 下 を 呈 す る 者 と し た 。 

研 究 に 関 す る ポ ス タ ー を 掲 ⽰ す る こ と で 研 究 対 象 候 補 者 の 募 集 を ⾏ い 、 事 前 に 撮 影 し た
研 究 に 関 す る 説 明 動 画 に よ っ て 研 究 の 説 明 を ⾏ っ た 。 研 究 参 加 を 希 望 し た 者 は 質 問 紙 と 返
信 ⽤ 封 筒 を 持 ち 帰 っ た 。 な お 、 研 究 対 象 者 の 募 集 に 際 し て 、 研 究 へ の 参 加 は ⾃ 由 で あ り 、
研 究 へ の 不 参 加 に よ る 不 利 益 は な い こ と を 説 明 し た 。 返 信 ⽤ 封 筒 を 施 設 内 の 投 函 場 所 も し
く は 近 隣 の 郵 便 ポ ス ト に 投 函 し た 時 点 で 研 究 に 同 意 し た こ と と す る 旨 を 研 究 対 象 者 へ の 研
究 説 明 書 に 明 記 し た 。 そ れ に 従 っ て 、 返 信 ⽤ 封 筒 を 投 函 し た 時 点 で 同 意 が 得 ら れ た と み な
し た 。 本 研 究 は ⾸ 都 ⼤ 学 東 京 荒 川 キ ャ ン パ ス 研 究 安 全 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て 実 施 し た
（ 承 認 番 号 ： 17112 ）。  
2. 調 査 内 容   
1) 対 象 者 属 性 

年 齢 、 性 別 、 要 介 護 度 、 歩 ⾏ 補 助 具 の 使 ⽤ 状 況 に 関 す る 選 択 肢 を 設 定 し た 。 
2) 外 出 に 関 す る 項 ⽬ 

先 ⾏ 研 究 6-10) で は ⾼ 齢 者 が 屋 外 に 出 る ⾏ 為 に 様 々 な 定 義 が な さ れ て い る が 、 本 研 究 で は
こ れ ら に 対 応 す る ⽇ 本 語 訳 は 「 外 出 」 と し た 。 さ ら に 外 出 を 「 歩 い て 外 出 す る こ と 」 「 バ
ス や 電 ⾞ を ⽤ い て 外 出 す る こ と 」 の ２ つ に 分 け 、 前 者 を 徒 歩 に よ る 外 出 、 後 者 を 公 共 交 通
機 関 に よ る 外 出 と し て 操 作 的 に 定 義 し た 。 徒 歩 に よ る 外 出 お よ び 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出
に 関 し て 、 そ れ ぞ れ 「 外 出 し て い な い 」 「 付 添 い ⼈ と ⼀ 緒 に 外 出 し て い る 」 「 １ ⼈ で 外 出
し て い る 」 の ３ 択 を 設 定 し た 。 
3) ⾝ 体 的 要 因 に 関 す る 項 ⽬ 

研 究 協 ⼒ 施 設 が 実 施 し た ⾝ 体 機 能 評 価 の 結 果 を 対 象 者 本 ⼈ が 質 問 紙 に 転 記 し た 。 収 集 項
⽬ は 、30秒 間 ⽴ ち 座 り テ ス ト （ 30-sec Chair-Stand test : 以 下 、 30CS ） 11-12) 、 Functional 
Reach Test （ 以 下 、FRT)13)、 歩 ⾏ 速 度 14) と し た 。 
4) ⼼ 理 的 要 因 に 関 す る 項 ⽬ 

歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 を modified Gait Efficacy Scale （ 以 下 、 mGES ） 15-16) 、  ⼼ 理 状 態 の 程 度
を the 15-item Geriatric Depression Scale  ( 以 下 、 GDS-15 ） 17) に よ っ て 調 査 し た 。 
5) 社 会 的 要 因 に 関 す る 項 ⽬ 

社 会 的 ネ ッ ト ワ ー ク を Lubben Social Network Scale 短 縮 版 18-19) に よ っ て 調 査 し た 。 な お 、
こ の 尺 度 に は 家 族 項 ⽬ （ 以 下 、Lubben家 族 ） と 友 ⼈ 項 ⽬ （ 以 下 、Lubben友 ⼈ ） が 下 位 項 ⽬
と し て 含 ま れ て い る が 、 本 研 究 で は そ れ ぞ れ を 別 の 項 ⽬ と し て 扱 っ た 。 
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3. 統 計 学 的 解 析 
徒 歩 に よ る 外 出 と 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 の そ れ ぞ れ に 対 し て 、 以 下 の 解 析 を ⾏ っ た 。

な お 、 本 研 究 に お け る 全 て の 統 計 学 的 解 析 は IBM SPSS statistics ver.24 を ⽤ い て ⾏ い 、 統 計
学 的 解 析 の 有 意 ⽔ 準 は α =0.05 と し た 。 
1) 単 変 量 解 析   

対 象 者 を 外 出 の 実 施 状 況 に 応 じ て 、 外 出 し て い な い 群 （ 以 下 、 ⾮ 実 施 群 ）、 付 添 い ⼈ と
⼀ 緒 に 外 出 し て い る 群 （ 以 下 、 付 添 い 群 ）、 ⼀ ⼈ で 外 出 し て い る 群 （ 以 下 、 ⾃ ⽴ 群 ） に 分
け 、 ⾝ 体 的 要 因 、 ⼼ 理 的 要 因 、 社 会 的 要 因 の 各 項 ⽬ に つ い て 群 間 ⽐ 較 を ⾏ っ た 。 Shapiro-
Wilk 検 定 に よ り デ ー タ 分 布 の 正 規 性 を 確 認 し た 後 、 デ ー タ 分 布 型 に 応 じ て ⼀ 元 配 置 分 散 分
析 も し く は Kruskal-Wallis 検 定 を ⾏ っ た 。 多 重 ⽐ 較 は Bonferroni 法 を ⽤ い た 。 
2) 多 変 量 解 析   

⾝ 体 的 要 因 、 ⼼ 理 的 要 因 、 社 会 的 要 因 の 各 項 ⽬ を 独 ⽴ 変 数 、 外 出 の 実 施 状 況 を 従 属 変 数
と し て ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 実 施 し た 。 本 研 究 で は ⾮ 実 施 か ら 付 添 い で の 外 出 に ⾄ る
要 因 と 、 ⾮ 実 施 か ら 外 出 の ⾃ ⽴ に ⾄ る 要 因 が 関 ⼼ 対 象 で あ っ た た め 、 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰
分 析 に お け る 従 属 変 数 は ⾮ 実 施 を 参 照 群 と し て 、 以 下 の 2 つ の 組 み 合 わ せ を ⽤ い た 。 

① ： ⾮ 実 施 − 付 添 い 間 （ ⾮ 実 施 = 0, 付 添 い = 1 ） 
② ： ⾮ 実 施 − ⾃ ⽴ 間  （ ⾮ 実 施 = 0, ⾃ ⽴  = 1 ） 

 
結 果 
1. デ ー タ の 概 要 

200 通 の 返 信 が 得 ら れ 、 ⽋ 損 値 の な い 113 例 の デ ー タ を 解 析 対 象 と し た 。 本 研 究 の 対 象
者 属 性 を 表 1 に 、 ⾝ 体 的 要 因 、 ⼼ 理 的 要 因 、 社 会 的 要 因 の 分 布 状 況 を 表 2 に ⽰ す 。 対 象 者
の 平 均 年 齢 は 78.0 歳 で あ り 、 要 ⽀ 援 者 が 60.2% 、 要 介 護 者 が 39.8% を 占 め て い た 。 徒 歩 に
よ る 外 出 が ⾃ ⽴ し て い る 者 が 62.8 % で あ り 、 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 が ⾃ ⽴ し て い る 者 が
40.7 % で あ っ た 。 徒 歩 に よ る 外 出 と 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 の 分 布 状 況 の ク ロ ス 集 計 表 を
表 3 に ⽰ す 。 
2. 徒 歩 に よ る 外 出 に 関 す る 解 析 結 果 

単 変 量 解 析 の 結 果 を 表 4 に ⽰ す 。 多 重 ⽐ 較 よ り ⾮ 実 施 群 と 付 添 い 群 と の 間 で は 30CS に
有 意 差 が 認 め ら れ た 。 ⾮ 実 施 群 と ⾃ ⽴ 群 の 間 で は 30CS 、 FRT 、 歩 ⾏ 速 度 、 mGES に 有 意
差 が 認 め ら れ た 。 

次 に ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 の 結 果 を 表 5 に ⽰ す 。 回 帰 分 析 の 結 果 、 ⾮ 実 施 − 付 添 い 間
で は 30CS と mGES が 有 意 な 要 因 と し て 採 択 さ れ た 。 ⾮ 実 施 − ⾃ ⽴ 間 で は 30CS と mGES
が 有 意 な 要 因 と し て 採 択 さ れ た 。 
3. 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 に 関 す る 解 析 結 果 

単 変 量 解 析 の 結 果 を 表 6 に ⽰ す 。 多 重 ⽐ 較 よ り ⾮ 実 施 群 と 付 添 い 群 と の 間 に は 有 意 な 差
を 認 め た 項 ⽬ は な か っ た 。 ⾮ 実 施 群 と ⾃ ⽴ 群 の 間 で は 30CS 、 歩 ⾏ 速 度 、 mGES に 有 意 差
が 認 め ら れ た 。 

次 に ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 の 結 果 を 表 7 に ⽰ す 。 回 帰 分 析 の 結 果 、 ⾮ 実 施 − 付 添 い 間
に は 有 意 な 関 連 要 因 を 認 め な か っ た 。 ⾮ 実 施 − ⾃ ⽴ 間 の 関 連 要 因 と し て 歩 ⾏ 速 度 とLubben
家 族 が 有 意 な 要 因 と し て 採 択 さ れ た 。 
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考 察 
1. 対 象 者 特 性 

本 研 究 の 対 象 者 は 要 ⽀ 援 者 が 60% 程 度 を 占 め 、 残 り 40% 程 度 の 要 介 護 者 は 主 に 要 介 護 1
と 要 介 護 2 で あ っ た 。 ⾝ 体 機 能 に 関 し て は 、 ⾝ 体 機 能 が 低 い 者 か ら ⾮ 常 に ⾼ い 者 ま で 含 ま
れ て い た が 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン サ ー ビ ス を 利 ⽤ し て い る ⾼ 齢 者 が 対 象 で あ っ た た め 、 全
体 と し て は ⾝ 体 機 能 が ⾼ い 傾 向 に あ っ た 。 ⼼ 理 的 要 因 お よ び 社 会 的 要 因 に 関 し て は 地 域 在
住 ⾼ 齢 者 を 対 象 と し た 先 ⾏ 研 究 16)19) に ⽐ べ る と や や 低 い ⽔ 準 に あ っ た 。 
2. 徒 歩 に よ る 外 出 に 関 連 す る 要 因 

対 象 者 の う ち 60% 程 度 の 者 で 徒 歩 に よ る 外 出 が ⾃ ⽴ し て い た 。 多 重 ⽐ 較 に よ り 、 ⾮ 実 施
群 と 付 添 い 群 と の 間 で は 下 肢 筋 ⼒ に 有 意 差 が 認 め ら れ 、 ⾮ 実 施 群 と ⾃ ⽴ 群 と の 間 で は 下 肢
筋 ⼒ 、 バ ラ ン ス 能 ⼒ 、 歩 ⾏ 速 度 、 歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 に 有 意 差 が 認 め ら れ た 。 ロ ジ ス テ ィ
ッ ク 回 帰 分 析 の 結 果 か ら 、 徒 歩 に よ る 外 出 に は 下 肢 筋 ⼒ と 歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 が 関 連 し て
い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 

下 肢 筋 ⼒ は ⾮ 実 施 − 付 添 い 間 お よ び 、 ⾮ 実 施 − ⾃ ⽴ 間 と 関 連 し て お り 、 下 肢 筋 ⼒ が ⾼ い
ほ ど ⾮ 実 施 か ら 付 添 い や ⾃ ⽴ に 近 づ く と い う 結 果 が 得 ら れ た 。 徒 歩 に よ る 外 出 を ⾏ う た め
に は 、 た と え 介 護 者 の 付 添 い で 外 出 す る 場 合 で あ っ て も 、 介 護 者 に ⾝ 体 的 な 介 助 を 要 す る
こ と な く 屋 外 を 移 動 で き る 程 度 の 下 肢 筋 ⼒ が 必 要 に な る た め と 考 え ら れ る 。 し た が っ て 、
徒 歩 に よ る 外 出 を ⾏ う う え で 必 要 最 低 限 の 要 因 は 下 肢 筋 ⼒ で あ る と い え る 。 

⼀ ⽅ で 、 単 変 量 解 析 で は ⾮ 実 施 群 − 付 添 い 群 間 で は 下 肢 筋 ⼒ の み に 有 意 差 を 認 め た が 、
⾮ 実 施 群 − ⾃ ⽴ 群 間 に は 下 肢 筋 ⼒ だ け で な く 、 歩 ⾏ 速 度 や バ ラ ン ス 能 ⼒ の 有 意 差 も 認 め ら
れ た 。 し た が っ て 、 付 添 い で の 徒 歩 に よ る 外 出 に 関 連 す る ⾝ 体 的 要 因 は 下 肢 筋 ⼒ の み で あ
る こ と に 対 し て 、 徒 歩 に よ る 外 出 の ⾃ ⽴ に は 下 肢 筋 ⼒ の 向 上 だ け で な く 、 歩 ⾏ 速 度 や バ ラ
ン ス 能 ⼒ の 向 上 も 必 要 で あ る と い え る 。 先 ⾏ 研 究 で は 歩 ⾏ 速 度 や バ ラ ン ス 能 ⼒ が 向 上 す る
ほ ど に ⽣ 活 上 で 移 動 す る 範 囲 5) は 拡 ⼤ し 、 歩 ⾏ 時 の 転 倒 リ ス ク 20) は 低 下 す る と 報 告 さ れ て
い る 。 歩 ⾏ 速 度 や バ ラ ン ス 能 ⼒ が ⾼ い ほ ど 、 様 々 な 状 況 に 対 処 す る こ と が で き る た め 徒 歩
に よ る 外 出 が ⾃ ⽴ す る 可 能 性 は ⾼ く な る と い え る 。 た だ し 、 歩 ⾏ 速 度 や バ ラ ン ス 能 ⼒ は ロ
ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 に お い て 有 意 な 関 連 要 因 と し て 採 択 さ れ る こ と は な か っ た 。 し た が
っ て 、 歩 ⾏ 速 度 と バ ラ ン ス 能 ⼒ は 必 ず し も 徒 歩 に よ る 外 出 の ⾃ ⽴ に 必 須 の 要 因 で は な い こ
と が ⽰ 唆 さ れ る 。 Shumway-Cook et al. （2002 ） に よ る と 、 運 動 機 能 の ⾼ い 者 と 低 い 者 で は
徒 歩 に よ る 外 出 時 に 遭 遇 す る 環 境 的 要 素 が 異 な り 、 運 動 機 能 が 低 い 者 で は 、 ⼆ 階 以 上 の 建
物 や 障 害 物 に 遭 遇 す る 可 能 性 が あ る 場 所 、 芝 ⽣ 、 ⼈ 混 み 等 の 遭 遇 率 が ⼩ さ い こ と を ⽰ し て
い る 21) 。 し た が っ て 、 歩 ⾏ 速 度 や バ ラ ン ス 能 ⼒ が ⾼ い ほ ど 、 様 々 な 状 況 に 対 処 す る こ と が
で き る よ う に な る た め 徒 歩 に よ る 外 出 が ⾃ ⽴ す る 可 能 性 は ⾼ く な る が 、 平 坦 な 場 所 や 整 備
さ れ 、 交 通 量 の 少 な い 歩 道 と い っ た 範 囲 で あ れ ば 、 必 ず し も ⾼ い 歩 ⾏ 速 度 や ⾼ い バ ラ ン ス
能 ⼒ は 要 求 さ れ ず 、 各 ⼈ が 外 出 す る 際 の 環 境 的 要 素 に 合 致 す る 程 度 の 歩 ⾏ 速 度 と バ ラ ン ス
能 ⼒ が あ れ ば 徒 歩 に よ る 外 出 は ⾃ ⽴ す る と 考 え ら れ る 。 

歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 は ⾮ 実 施 − 付 添 い 間 お よ び 、 ⾮ 実 施 − ⾃ ⽴ 間 と 関 連 し て い た 。 ⼀ ⽅
で 、 オ ッ ズ ⽐ は ⾮ 実 施 − ⾃ ⽴ 間 の ⽅ が わ ず か に ⼤ き く 、 多 重 ⽐ 較 で は ⾮ 実 施 群 や 付 添 い 群
に ⽐ べ て 、 ⾃ ⽴ 群 は 歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 が 有 意 に ⾼ か っ た 。 し た が っ て 、 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 は 徒
歩 に よ る 外 出 の ⾃ ⽴ に よ り 関 連 す る 要 因 で あ る と い え る 。 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 が ⾼ い 状 態 と は ⾃ ⾝
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が ど の 程 度 う ま く ⾏ 動 す る こ と が で き る か と い う ⾃ 信 や ⾒ 通 し が あ る 状 態 と さ れ て い る 22) 。
歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 は 歩 ⾏ 速 度 や 6 分 間 歩 ⾏ 距 離 と 相 関 が 確 認 さ れ て お り 15-16) 、 歩 ⾏ 能 ⼒
が ⾼ い ほ ど ⾃ 分 が 歩 く ⾒ 通 し を 持 つ こ と が で き る 傾 向 に あ る と い え る 。 ⼀ ⽅ で 、 本 研 究 で
は 歩 ⾏ 速 度 が 低 く と も 歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 が ⾼ く 、 徒 歩 に よ る 外 出 が ⾃ ⽴ し て い る 者 が 確
認 さ れ た 。 し た が っ て 、 ⾝ 体 機 能 が 低 く と も 、 低 い ⾝ 体 機 能 と い う 制 約 の 中 で う ま く 対 処
で き る ⾒ 通 し を 持 つ こ と は 可 能 で あ り 、 そ う い っ た ⾒ 通 し を ⼗ 分 に 持 て る 者 は 、 ⾝ 体 機 能
の ⾼ 低 に よ ら ず 、 徒 歩 に よ る 外 出 が 成 ⽴ す る と 考 え ら れ る 。 た だ し 、 歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感
の オ ッ ズ ⽐ は ⼩ さ い 値 で あ る た め 、 徒 歩 に よ る 外 出 へ の 歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 の 影 響 は 限 定
的 で あ る と い え る 。 
3. 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 に 関 連 す る 要 因 

公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 に お い て は ⾮ 実 施 群 と ⾃ ⽴ 群 の 対 象 者 数 は 同 程 度 で あ り 、 付 添
い 群 の 対 象 者 数 は 少 な か っ た 。 多 重 ⽐ 較 で は 、 ⾮ 実 施 群 と 付 添 い 群 の 間 に は 有 意 な 差 を 認
め た 項 ⽬ は な か っ た 。 ⾮ 実 施 群 と ⾃ ⽴ 群 の 間 で は 下 肢 筋 ⼒ 、 歩 ⾏ 速 度 、 歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒
感 に 有 意 差 が 認 め ら れ た 。 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 の 結 果 か ら 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 に
は 歩 ⾏ 速 度 と 家 族 ネ ッ ト ワ ー ク が 関 連 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 

歩 ⾏ 速 度 は ⾮ 実 施 − ⾃ ⽴ 間 と 関 連 し て お り 、 歩 ⾏ 速 度 が 速 く な る ほ ど に 公 共 交 通 機 関 に
よ る 外 出 が ⾃ ⽴ す る と い う 結 果 が 得 ら れ た 。 オ ッ ズ ⽐ も ⼤ き く 、 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出
の ⾃ ⽴ に お い て は 必 須 の 要 因 で あ る と い え る 。 公 共 交 通 機 関 を 利 ⽤ す る 際 に は 、 前 述 の
Shumway-Cook et al. （2002 ） が 指 摘 し た ⼆ 階 以 上 の 建 物 や 障 害 物 に 遭 遇 す る 可 能 性 が あ る

場 所 、 ⼈ 混 み 等 21) を 通 る 可 能 性 が ⾼ く な る 。 ま た 、 公 共 交 通 機 関 の 利 ⽤ 時 に は 運 ⾏ 時 間 と
い っ た 時 間 的 ス ケ ジ ュ ー ル と の 兼 ね 合 い の 中 で 移 動 す る 必 要 が あ る 。 こ の よ う に 様 々 な 物
的 環 境 や 時 間 的 制 約 の 中 で 移 動 す る こ と が 要 求 さ れ る た め 、 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 の ⾃
⽴ に は ⾼ い 歩 ⾏ 能 ⼒ が 要 求 さ れ る と 考 え ら れ る 。 

家 族 ネ ッ ト ワ ー ク は ⾮ 実 施 − ⾃ ⽴ 間 と 関 連 し て お り 、 家 族 ネ ッ ト ワ ー ク が ⼩ さ い ほ ど 公
共 交 通 機 関 に よ る 外 出 が ⾃ ⽴ す る と い う 結 果 が 得 ら れ た 。 研 究 仮 説 と し て 家 族 や 友 ⼈ の ネ
ッ ト ワ ー ク が 豊 富 な 場 合 、 ⾝ 体 的 要 因 の 低 さ が 他 者 か ら の サ ポ ー ト に よ っ て 補 わ れ る こ と
で 付 添 い で の 外 出 が 成 ⽴ す る と 予 想 し て い た が 、 本 研 究 の 結 果 は 予 想 に 反 す る も の で あ っ
た 。 こ の 結 果 は 様 々 な 家 族 の 実 態 を 反 映 し た 結 果 と 考 え ら れ 、 家 族 ネ ッ ト ワ ー ク が ⾼ い ほ
ど 家 族 が 運 転 す る ⾃ 家 ⽤ ⾞ で の 外 出 が 成 ⽴ す る 傾 向 や 、 他 の 家 族 成 員 が 外 出 を 要 す る ⽤ 事
を 代 ⾏ す る 傾 向 等 が ⽣ じ る こ と で 、 障 が い ⾼ 齢 者 が ⽇ 常 ⽣ 活 の 中 で 公 共 交 通 機 関 を 利 ⽤ す
る 必 要 性 が 減 じ 、 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 を ⾏ わ な い 状 態 に な っ て い く も の と 推 測 さ れ る 。
家 族 ネ ッ ト ワ ー ク が ⼤ き い 場 合 、 対 象 者 が 公 共 交 通 機 関 の 利 ⽤ を し な く て も ⽣ 活 が 成 り ⽴
つ よ う な 体 制 が 整 っ て い く の が ⽇ 本 に お け る 家 族 の ⾃ 然 な 傾 向 で あ り 、 そ う い っ た 中 で 公
共 交 通 機 関 に よ る 外 出 の 獲 得 を ⽬ 指 す 場 合 、 家 族 関 係 の 調 整 や 家 族 内 で の 対 象 者 の 役 割 調
整 を ⽀ 援 し 、 障 が い ⾼ 齢 者 が 公 共 交 通 を 利 ⽤ す る 必 要 性 を 家 族 の 中 に 打 ち ⽴ て て い く 必 要
が あ る と 考 え ら れ る 。 

⼀ ⽅ で 、 本 研 究 で は 付 添 い で の 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 と 関 連 す る 要 因 が 明 ら か に な ら
な か っ た 。 付 添 い で の 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 で は 、 本 研 究 で 扱 っ た よ う な 対 象 者 ⾃ ⾝ の
要 因 だ け で は な く 、 付 き 添 う 介 護 者 側 の 要 因 が 関 与 し て い る 可 能 性 が あ り 、 今 後 の 検 証 が
求 め ら れ る 。 
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4. 徒 歩 に よ る 外 出 と 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 の 共 通 点 と 相 違 点 
徒 歩 に よ る 外 出 と 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 の ど ち ら に お い て も 、 歩 ⾏ 速 度 が 外 出 の ⾃ ⽴

に 関 連 す る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ⼀ ⽅ で 、 徒 歩 に よ る 外 出 と 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 で
は そ の 度 合 が 異 な る こ と が ⽰ 唆 さ れ た 。 徒 歩 に よ る 外 出 の ⾃ ⽴ に お い て は 下 肢 筋 ⼒ と 歩 ⾏
関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 が 重 要 な 要 因 で あ り 、 歩 ⾏ 速 度 や バ ラ ン ス 能 ⼒ の 向 上 も 影 響 す る こ と が ⽰
唆 さ れ た 。 し か し 、 前 述 の よ う に 、 徒 歩 に よ る 外 出 の ⾃ ⽴ に お い て 歩 ⾏ 速 度 は 必 ず し も 必
須 の 要 因 で は な く 、 各 ⼈ が 外 出 す る 際 の 環 境 的 要 素 に 合 致 す る 程 度 の 歩 ⾏ 速 度 が 要 求 さ れ
る と 考 え ら れ る 。 他 ⽅ 、 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 の ⾃ ⽴ に お い て は 歩 ⾏ 速 度 が ⾮ 実 施 か ら
⾃ ⽴ へ の 移 ⾏ に ⼤ き な 影 響 を 与 え て い る と 考 え ら れ た 。 前 述 の よ う に 、 公 共 交 通 機 関 に よ
る 外 出 に お い て は 要 求 度 の ⾼ い 物 的 環 境 や 時 間 的 制 約 の 中 で 移 動 す る 必 要 が あ る た め 、 ⾼
い 歩 ⾏ 速 度 が 必 須 で あ る と 考 え ら れ る 。 こ の よ う に 両 者 と も に 歩 ⾏ 速 度 が 関 連 し て い た が 、
そ の 重 要 度 や 求 め ら れ る 歩 ⾏ 速 度 は 異 な っ て い た 。 

ま た 、 徒 歩 に よ る 外 出 と 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 の ど ち ら に お い て も ⾝ 体 的 要 因 以 外 の
要 因 が 関 わ っ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ⼀ ⽅ で 、 徒 歩 に よ る 外 出 と 公 共 交 通 機 関 に よ
る 外 出 で は 関 連 し て い る 要 因 が 異 な っ て い た 。 徒 歩 に よ る 外 出 は ⼼ 理 的 要 因 で あ る 歩 ⾏ 関
連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 と 関 連 す る こ と に 対 し て 、 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 は 社 会 的 要 因 で あ る 家 族
ネ ッ ト ワ ー ク と 関 連 し て い た 。 徒 歩 に よ る 外 出 は 対 象 者 の 内 的 要 因 が 関 連 す る こ と に 対 し
て 、 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 は 対 象 者 だ け で な く 他 者 と の 関 係 性 等 が 関 連 す る こ と が ⽰ 唆
さ れ 、 本 研 究 で 検 証 し た 要 因 以 外 に も 多 く の 要 因 が 関 わ る ⾏ 為 で あ る と 考 え ら れ る 。 

加 え て 、 徒 歩 に よ る 外 出 と 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 の 相 違 点 と し て 、 ⾮ 実 施 か ら ⾃ ⽴ に
⾄ る ま で の 経 過 が 異 な っ て い る こ と が ⽰ 唆 さ れ た 。 徒 歩 に よ る 外 出 で は ⾮ 実 施 − 付 添 い 間
の 移 ⾏ と ⾮ 実 施 − ⾃ ⽴ 間 の 移 ⾏ の ど ち ら に 対 し て も 下 肢 筋 ⼒ と 歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 が ⼤ き
な 影 響 を 与 え て い る と 考 え ら れ た 。 本 研 究 は 横 断 調 査 で あ り 因 果 関 係 を 論 じ る こ と は で き
な い が 、 ひ と つ の 可 能 性 と し て 、 徒 歩 に よ る 外 出 に つ い て は 下 肢 筋 ⼒ と 歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒
感 が 増 す こ と で ⾮ 実 施 か ら 付 添 い に 移 ⾏ し 、 さ ら に 歩 ⾏ 速 度 と バ ラ ン ス 能 ⼒ の 向 上 も 加 わ
る こ と に よ り ⾃ ⽴ に 移 ⾏ す る と い う 連 続 的 な 変 化 が 存 在 す る と 考 え ら れ る 。 ⼀ ⽅ で 、 公 共
交 通 機 関 に よ る 外 出 に お い て は ⾮ 実 施 − ⾃ ⽴ 間 に 歩 ⾏ 速 度 や 家 族 ネ ッ ト ワ ー ク が 関 連 し て
い た が 、 ⾮ 実 施 − 付 添 い 間 で は 歩 ⾏ 速 度 や 家 族 ネ ッ ト ワ ー ク は 有 意 な 関 連 要 因 で は な か っ
た 。 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 に つ い て は 、 ⾮ 実 施 か ら 付 添 い を 経 て ⾃ ⽴ す る と い っ た 連 続
的 な 変 化 で は な く 、 ⾮ 実 施 か ら 直 接 的 に ⾃ ⽴ に 移 ⾏ す る と い う 変 化 が 存 在 す る 可 能 性 が あ
る 。 ⼀ ⽅ で 、 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 の ⾃ ⽴ に は ⾼ い 歩 ⾏ 能 ⼒ や 適 度 な 家 族 ネ ッ ト ワ ー ク
が 必 要 で あ る が 、 そ の 要 件 を 満 た す こ と が で き な い 者 も 多 く 、 結 果 と し て ⾮ 実 施 に 留 ま っ
て し ま う 者 が 多 い と 考 え ら れ る 。 
5. リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ⽀ 援 へ の 応 ⽤ 

地 域 在 住 ⾼ 齢 者 が 機 能 障 害 の 増 ⼤ や 死 亡 、 QOL 低 下 を 来 た す こ と な く ⽣ 活 を 継 続 し て
い く た め に は 、 ⾝ 体 活 動 や ⽣ 活 空 間 と 関 連 の 深 い 外 出 能 ⼒ を 維 持 ・ 向 上 し て い く 必 要 が あ
る 。 本 研 究 で は 徒 歩 に よ る 外 出 と 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 で は 関 連 要 因 が 異 な る こ と が 明
ら か に な っ た 。 

徒 歩 に よ る 外 出 と 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 の ど ち ら も ⾮ 実 施 で あ る 場 合 、 は じ め に 付 添
い で の 徒 歩 に よ る 外 出 を ⽬ 指 す こ と が 望 ま し い 。 付 添 い で の 徒 歩 に よ る 外 出 は 下 肢 筋 ⼒ と
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歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 と 関 連 し て い る が 、 歩 ⾏ 速 度 や バ ラ ン ス 能 ⼒ と は 関 連 し て い な い 。 し
た が っ て 、 付 添 い で の 徒 歩 に よ る 外 出 の 成 ⽴ さ せ る に は 歩 ⾏ 速 度 や バ ラ ン ス 能 ⼒ を 向 上 さ
せ る 必 要 性 が 低 く 、 下 肢 筋 ⼒ と 歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 の 向 上 さ せ る こ と で 付 添 い で の 徒 歩 に
よ る 外 出 を 成 ⽴ さ せ 、 ⾝ 体 活 動 量 や ⽣ 活 空 間 の 維 持 ・ 向 上 に つ な げ ら れ る 可 能 性 が あ る 。 

付 添 い で の 徒 歩 に よ る 外 出 が 可 能 な 場 合 は 、 徒 歩 に よ る 外 出 の ⾃ ⽴ を ⽬ 指 す こ と が 望 ま
し い 。 徒 歩 に よ る 外 出 の ⾃ ⽴ に は 、 さ ら な る 下 肢 筋 ⼒ や 歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 の 向 上 に 加 え
て 、 歩 ⾏ 速 度 や バ ラ ン ス 能 ⼒ を 向 上 す る 必 要 が あ る 。 ⼀ ⽅ で 、 付 添 い で の 公 共 交 通 機 関 に
よ る 外 出 を ⽬ 指 す こ と も 可 能 で あ る が 、 本 研 究 か ら は 付 添 い で の 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出
と 関 連 す る 要 因 は 明 ら か に は な ら な か っ た 。 

徒 歩 に よ る 外 出 が ⾃ ⽴ し て い る 場 合 は 、 す で に 歩 ⾏ 速 度 が ⼀ 定 ⽔ 準 以 上 で あ る 可 能 性 が
⾼ い た め 、 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 の ⾃ ⽴ を ⽬ 指 す こ と が 望 ま し い 。 公 共 交 通 機 関 に よ る
外 出 は ⾝ 体 的 要 因 で あ る 歩 ⾏ 速 度 が 最 ⼤ の 関 連 要 因 で は あ る が 、 家 族 ネ ッ ト ワ ー ク も 関 連
し て お り 、 家 族 関 係 の 調 整 を ⽀ 援 す る こ と で 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 が ⾃ ⽴ す る 可 能 性 が
あ る 。 歩 ⾏ 速 度 の さ ら な る 向 上 が 難 し い ケ ー ス 等 で は 家 族 関 係 の 調 整 を ⽀ 援 す る こ と に よ
っ て 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 の ⾃ ⽴ が 成 ⽴ す る 可 能 性 が あ る 。 
6. 研 究 の 限 界 お よ び 今 後 の 研 究 課 題 

本 研 究 は 同 ⼀ 法 ⼈ 内 の ４ 施 設 で 実 施 し た も の で あ る た め 、 本 研 究 の 結 果 は 汎 ⽤ 性 に か け
る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 本 研 究 は 横 断 研 究 で あ る た め 、 時 間 的 な 因 果 関 係 を 特 定 す る に は
⾄ っ て い な い 。 今 後 は 本 研 究 で 明 ら か に な っ た 関 連 要 因 の 変 化 と 外 出 の 実 施 状 況 の 変 化 の
因 果 関 係 を 検 証 す る た め に 、 縦 断 的 な 研 究 を ⾏ う 必 要 が あ る 。 加 え て 、 付 添 い で の 公 共 交
通 機 関 に よ る 外 出 と 関 連 す る 要 因 は 本 研 究 で は 明 ら か に な ら な か っ た 。 公 共 交 通 機 関 に よ
る 外 出 ⾃ ⽴ の 要 件 を 満 た す こ と が で き ず 、 結 果 と し て ⾮ 実 施 に 留 ま っ て し ま う 者 が 多 い こ
と が ⽰ 唆 さ れ る た め 、 障 が い ⾼ 齢 者 の 公 共 交 通 機 関 の 利 ⽤ を よ り 容 易 に し て い く た め に は
⾮ 実 施 か ら 付 添 い へ の 移 ⾏ と 関 連 す る 要 因 を 明 ら か に す る 必 要 が あ る 。 付 添 い で の 外 出 に
は 対 象 者 ⾃ ⾝ の 要 因 だ け で は な く 、 付 き 添 う 介 護 者 側 の 要 因 等 が 関 与 し て い る 可 能 性 が あ
り 、 今 後 は こ れ ら の 要 因 を も 含 め た 検 証 が 必 要 で あ る 。 
 
結 論 

要 ⽀ 援 ・ 要 介 護 ⾼ 齢 者 を 対 象 と し 、 徒 歩 に よ る 外 出 と 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 に 関 連 す
る ⾝ 体 ・ ⼼ 理 ・ 社 会 的 要 因 を 調 査 し た 。 徒 歩 に よ る 外 出 に お い て は 、 ⾮ 実 施 か ら 付 添 い へ
の 移 ⾏ に 下 肢 筋 ⼒ と 歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 の 向 上 が 関 連 し 、 ⾮ 実 施 か ら ⾃ ⽴ へ の 移 ⾏ に は 下
肢 筋 ⼒ と 歩 ⾏ 関 連 ⾃ ⼰ 効 ⼒ 感 の 向 上 に 加 え て 、 歩 ⾏ 速 度 と バ ラ ン ス 能 ⼒ の 向 上 も 関 連 す る
こ と が ⽰ 唆 さ れ た 。 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 に お い て は 、 ⾮ 実 施 か ら ⾃ ⽴ へ の 移 ⾏ に は 歩
⾏ 速 度 と 家 族 ネ ッ ト ワ ー ク が 関 連 し て お り 、 歩 ⾏ 速 度 の 向 上 に よ っ て ⾮ 実 施 か ら ⾃ ⽴ に 移
⾏ す る こ と が ⽰ 唆 さ れ た 。 ⼀ ⽅ で 、 家 族 ネ ッ ト ワ ー ク の 拡 ⼤ は ⾃ ⽴ か ら ⾮ 実 施 へ の 移 ⾏ と
関 連 す る こ と が ⽰ 唆 さ れ た 。 本 研 究 で は ⾮ 実 施 か ら 付 添 い へ の 移 ⾏ に 関 連 す る 要 因 は 明 ら
か に で き な か っ た 。 
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表 1.  対 象 者 (N=113)  
年 齢  [ 歳 ]  78.0(8.2)  

性 別  [ 名 ]  男 性 ： 53 (46.9 %) , ⼥ 性 ： 59 (52.2 %) , 未 回 答 ： 1 (0.9 %)       

要 介 護 度  [ 名 ]  

要 ⽀ 援 １ ： 38  (33.6 %),   要 ⽀ 援 ２ ： 30  (26.6  %),    

要 介 護 １ ： 17  (15.0 %),   要 介 護 ２ ： 19  (16.8 %),    

要 介 護 ３ ： 7  (6.2 %),     要 介 護 ４ ： 2  (1.8 %),   

徒 歩 に よ る 外 出  [ 名 ]  
⾮ 実 施 ：16  (14.2 %),  付 添 い ：26  (23.0 %),   
⾃ ⽴ ： 71  (62.8 %)  

公 共 交 通 機 関 に よ る 
外 出  [ 名 ]  

⾮ 実 施 ：47  (41.6 %),  付 添 い ：20  (17.7 %),   
⾃ ⽴ ： 46  (40.7 %)  

歩 ⾏ 補 助 具 な し ： 33 (29.2 %),    杖 ： 67 (59.3 %.),     歩 ⾏ 器 ： 13 (11.5 %)  

平 均 値 ( 標 準 偏 差 ) も し く は 、 度 数 ( パ ー セ ン テ ー ジ ) で 記 載 。 
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表 2.  ⾝ 体 、 ⼼ 理 、 社 会 的 要 因 (N=113)  
30CS [ 回 ]  15.6 (9.1)  

FRT [cm]  27.9 (9.6)  

歩 ⾏ 速 度 [m/ sec]  1.03 (0.42)  

mGES [0-100 点 ]  49.4(20.8)  

GDS-15 [0-15 点 ]  5.7 (4.0)  

Lubben 家 族  [0-15 点 ]  8.4 (3.1)  

Lubben 友 ⼈  [0-15 点 ]  6.4 (3.5)  
平 均 値 ( 標 準 偏 差 ) で 記 載 。 
 
 

表 3.  徒 歩 に よ る 外 出 と 公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 の ク ロ ス 集 計 表 

  
      公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 

合 計  
 ⾮ 実 施 付 添 い ⾃ ⽴  

徒 歩 に よ る 外 出 

 ⾮ 実 施    15     1     0    16  

 付 添 い    15    11     0    26  

 ⾃ ⽴    17     8    46    71  

合 計    47   20    46   113  
（ 単 位 ： 名 ） 

 
表 4.  徒 歩 に よ る 外 出 に お け る ⾝ 体 、 ⼼ 理 、 社 会 的 要 因 の 群 間 ⽐ 較 

 ⾮ 実 施 群 (n=16)  付 添 い 群 (n=26) ⾃ ⽴ 群 (n=71) 

30CS [ 回 ]  8.4(6.1) 13.8(4.9) †  17.9(9.9) ‡  

FRT [cm]  23.5(12.7) 25.1(9.5)  29.9(8.4) ‡  

歩 ⾏ 速 度  [m/ sec]  0.72(0.27) 0.78(0.30)  1.19(0.40) ‡ *  

mGES [0-100 点 ]  32.0(15.8) 37.7(14.4)  57.6(19.4) ‡ *  

GDS-15 [0-15 点 ]  7.0(4.0) 5.9(3.5)  5.4(4.2)  

Lubben 家 族  [0-15 点 ]  7.8(3.4) 8.6(3.3)  8.4(3.0)  

Lubben 友 ⼈  [0-15 点 ]  6.3(4.2) 6.0(3.8)  6.5(3.3)  
平 均 値 ( 標 準 偏 差 ) で 記 載                  † : ⾮ 実 施 群 − 付 添 い 群 間 の 有 意 差 

‡ : ⾮ 実 施 群 − ⾃ ⽴ 群 間 の 有 意 差 
＊ ： 付 添 い 群 − ⾃ ⽴ 群 間 の 有 意 差 
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表 5.  徒 歩 に よ る 外 出 に お け る ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 の 結 果 

従 属 変 数 独 ⽴ 変 数 オ ッ ズ ⽐ 
     95% 信 頼 区 間 

  P 値 
 下 限   上 限 

① ⾮ 実 施 − 付 添 い 
  30CS     1.355     1.093    1.679    .006  

 mGES     1.063     1.001    1.129    .048  

② ⾮ 実 施 − ⾃ ⽴ 
  30CS     1.413     1.036    1.729    .001  

 mGES     1.094     1.036    1.155    .001  
 

 
表 6.  公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 に お け る ⾝ 体 、 ⼼ 理 、 社 会 的 要 因 の 群 間 ⽐ 較 

  ⾮ 実 施 群 (n=47)  付 添 い 群 (n=20)  ⾃ ⽴ 群 (n=46)  

30CS [ 回 ]  12.9(8.4)  15.3(5.4)  18.5(10.3) ‡  

FRT [cm]  26.7(10.8) 24.4(9.1)  30.6(7.9)   *  

歩 ⾏ 速 度  [m/ sec]  0.82(0.40) 1.01(0.29)  1.25(0.39) ‡ *   

mGES [0-100 点 ]  42.6(20.0) 40.9(12.8)  60.0(20.1) ‡ *   

GDS-15 [0-15 点 ]  6.2(3.8) 4.8(4.0) 5.7(4.2) 

Lubben 家 族  [0-15 点 ]  8.8(3.1) 8.3(3.6) 8.0(2.9) 

Lubben 友 ⼈  [0-15 点 ]  6.3(3.5) 6.8(3.4) 6.3(3.7) 
平 均 値 ( 標 準 偏 差 ) で 記 載      

‡ : ⾮ 実 施 群 − ⾃ ⽴ 群 間 の 有 意 差   
＊ ： 付 添 い 群 − ⾃ ⽴ 群 間 の 有 意 差   

 
表 7.  公 共 交 通 機 関 に よ る 外 出 に お け る ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 の 結 果 

従 属 変 数 独 ⽴ 変 数 オ ッ ズ ⽐ 
   95% 信 頼 区 間 

  P 値 
 下 限  上 限 

① ⾮ 実 施 − 付 添 い 
 

 

   

② ⾮ 実 施 − ⾃ ⽴ 
歩 ⾏ 速 度  34.814    7.708    157.236    <.001 

Lubben 家 族   0.810     0.674      0.970    .024  
 
 
 
 
 
 

有 意 な 関 連 項 ⽬ な し 
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Relationships between Community Mobility and Physical, Psychological and Social Factors  
in Older Adults with Disabilities.  
 
Abstrac 
[Objective]  

The objective of the present study was to clarify the relationships between community mobility and 
physical, psychological, and social factors in older adults with disabilities.  
 

[Method]  
One hundred thirteen older adults with disabilities at four outpatient rehabilitation facilities 

participated in the present study. We measured community mobility and physical, psychological, and 
social factors. Community mobility was divided into walking in a community (WC) and mobility by 
public transportation (MPT). For WC and MPT, we set out three options: non-outing, with companions, 
or independent. Physical factors were gait speed, the 30-sec chair-stand test (30CS), and the functional 
reach test (FRT), psychological factors were the modified Gait Efficacy Scale (mGES) and the 15-item 
Geriatric Depression Scale (GDS-15), and social factors were the Lubben Social Network Scale family 
items (Lubben-Family) and friend items (Lubben-Friends). For statistical analysis, logistic regression 
analyses were conducted for WC and MPT separately. Independent variables were physical, 
psychological, and social factors, and the dependent variable was WC or MPT. The regression analyses 
were carried out in two pairs: between non-outing and with companions, and between non-outing and 
independent.  
 
[Results]  

Regarding WC, the regression analysis demonstrated that 30CS and mGES were related to both WC 
with companions and independent WC. Regarding MPT, Gait speed and Lubben-Family were related to 
independent MPT according to the regression analysis.  
 
[Conclusion]  

For WC, 30CS and mGES were positively related to both WC with companions and independent WC. 
In order to acquire independent WC.  For MPT, gait speed was positively related to independent MPT, 
and the family network was negatively related to independent MPT. Thus, improvement of gait speed 
and optimization of family networks is needed for independent MPT. On the other hand, the factors 
related to MPT with companions were not clarified in present study, and further studies are needed.  
 

 
Key Words: Community mobility; Use of public transportation; Older adults with disabilities;  
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